
 

石川県「７つの病院の統廃合は

不要」 回答を厚労省に提出 
（石川県社保協ニュースから）新型コロナウイルスの問題は、この間の保健所の統廃合、医療機関の統

廃合の問題を浮き彫りにしました。私たちは、４２４の公的病院の再編成計画を撤回するよう国に求め

ていますが、国はまだ撤

回しようとはしていま

せん。こうした中で、石

川県は「７つの病院の統

廃合は不要」だという回

答を厚労省に提出しま

した。国いいなり、国べ

ったりの石川県でさえ、

公的病院の再編成の矛

盾について声を上げざ

るをえないところがみ

そです。世論と運動が政

治を動かしています。

「公的病院編成は撤回

を」の声をさらに広げよ

うではありませんか。公

的病院再編成のために

84 億円が基金として積

み立てられています。そ

の基金を医療提供体制

充実のために使わせよ

うではありませんか！ 
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石川県では、今年の 1 月の県社保協の「地域医療の充実を求める緊急学習会」の開催や、能美市など 

では、地域住民アンケートの実施、「地域医療を考えるシンポ」開催などの住民の運動を進めてきまし

た。（1 ページ記事は北陸中日新聞 6 月 27 日） 

病院統廃合撤回を 
山梨・北杜市議会が意見書 
（赤旗）北杜市議会は２５日、政府が進める「公立病院の統廃合計画」の撤回を求める意見書を全会

一致で可決しました。３月議会に市民から提出されていた請願が同日の本会議で採決され、１０対９で

可決されたものです。 

昨年厚生労働省が公表した「統廃合計画」対象リストには、同市内に２つしかない市立病院の塩川、

甲陽の両病院が挙げられ、市民からは「地域に根差した両病院は絶対に残してほしい」との声があがっ

ていました。 

意見書は、「甲陽病院ではコロナウイルス感染患者を受け入れるなど対応し重要な役割を果たした」

と述べ「特に高齢化が進む北杜市にあって２病院は身近な病院として堅持、充実していく必要がある」

と強調。政府に対し、①塩川病院、甲陽病院を含むリストと「統廃合計画」の撤回②地域住民の医療を

守るために両病院への人的・財政的支援―を求めています。 

請願が審議された１６日の「文教常任委員会」では、公明党と自民系無所属議員の２名が反対、日本

共産党の清水進議員ら４名が賛成し、「採択すべき」とされました。請願紹介議員の共産党の志村清議員

は「市民の声を背景に、他会派の議員にも協力・共同を広げることができた」と話しています。 

 

公立・公的病院の再検証撤回地域医

療の拡充求める署名は 

８月下旬に最終提出 

公立・公的病院の再検証撤回 地域医療の拡充求める署名は

８月下旬に厚生労働省への提出を予定しています。この提出が

最終になります。 

コロナ禍で、公立・公的病院の重要性を世論として広げてい

きましょう。 

あつまった署名は８月 20 日をめどに全労連にお送りくださ

い。 

 

 

 

http://www.zenroren.gr.jp/jp/kurashi/data/2020/200114_06.pdf

